G enkiLife

B2 CDC37 (Y ViEgik Ser13) Y XE /4 O—F I
A4 045 ES: AMRe21546

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

ECI=]
Bt

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA,IP

Eb IURX, Ty b

RAKR

VBRI

I1gG,Kappa

®/90—F+1L

N

03mg/ml, AREOEERAOY Mok>TELBBANHY ET,
7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

Pl
PBS. 50%% J+0O—J, 0.05%7°A% ') > 300, 0.05%(%E&ELR /9B
IaTF(f A
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Calculated MW:44kD;Observed MW:44kD

CDC37

CDC37;,CDC37A;Hsp90 co-chaperone Cdc37;Hsp90 chaperone protein kinase-targeting
subunit;p50Cdc37
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サッカロミセス・セレビシエ（Sacchromyces cerevisiae）の細胞分裂周期制御タンパク質であるCdc 37と高い類似性を示す。このタンパク質は、細胞シグナル伝達において特異的な機能を持つ分子シャペロンである。Hsp90、CDK4、CDK6、SRC、RAF-1、MOK、eIF2αキナーゼなど、様々なタンパク質キナーゼと複合体を形成することが示されており、Hsp90を標的キナーゼへ誘導する上で重要な役割を果たすと考えられている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CDC37 (p-Ser13) Rabbit mAbを用いたPC-12細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。1. CDC37（リン酸化Ser13）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. EDTA pH 9.0を用いて抗体を賦活（>98℃、20分）。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。1. CDC37（リン酸化Ser13）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. EDTA pH 9.0を用いて抗体を賦活（>98℃、20分）。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脳組織の免疫組織化学分析。1. CDC37（リン酸化Ser13）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. EDTA pH 9.0を用いて抗体を活性化（>98℃、20分）。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

